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【1】 

衆議院予算委員会にて高市総理と質疑 (3月 2日) 

日） 

3 月 2 日と 3 月 12 日の衆議院予算委員会で、令和８年度予算案に関する質疑に立ち、ホルムズ海峡

封鎖の影響や石油備蓄の状況等について確認するとともに、原油供給リスクへの対策をはじめとする、政

府が取組むべき喫緊の課題について質しました。 

 

この後、石油備蓄の状況が 3月 17 日 
から日々公表されるようになりました！ 

【現状と課題】 

・日本が輸入する原油の約７

割が通過するホルムズ海峡

が事実上封鎖された。 

・原油だけでなく、精製される

石油製品（ナフサ等）の供給

途絶が産業と生活に与える

影響を懸念。 

「不測の事態であり、原油をは

じめ各石油製品の備蓄状況を

公表すべきではないか。」 

【政府答弁】 

「最新の備蓄状況の把握

及び公表ができる体制を

整え、正確かつ迅速な情

報発信ができるよう、政府

として対応する。」 

▲石油備蓄

の状況 

国民民主党茨城県第５区総支部総会を開催！ 
今後の県北地域活性化と各級選挙での議席拡大に向けて結束を確認。 

３月２８日(土)、国民民主党茨城県第５区総支部第８
回総会を、ひたちオーシャンビューホテル＆リゾート
（旧ホテル天地閣）で開催しました。来賓には、党茨城
県連代表代行に就任したばかりの堂込麻紀子氏をは
じめ山田修東海村長、大部勝規高萩市長などから力
強い激励を受けた後、党員・サポーターとの関係強化
をはじめ、地域への貢献や１２月県議選での議席拡大
をめざし、仲間との結束を高めました。 

0328 

今年度の活動方針を一致団結して確認 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2】 

   
YouTube Facebook Instagram X（旧 Twitter） LINE 

ＳＮＳにて日々、情報発信中！ 浅野さとしの活動をぜひご覧ください！ 
 
 

   

浅野さとし 略歴・所属委員会・党役職 

1982年 9月生まれ（43歳） 

衆議院議員（茨城 5区・4期） 

 

特別党員・党員・サポーターを募集中です！ 

 

私たちと一緒に「新しい答え」をつくっていただける 

 

第 221回国会 所属委員会/審査会 

厚生労働委員会（理事） 

憲法審査会（幹事） 

 

国民民主党 役職 

 幹事長代行兼組織委員長 

選挙対策委員長代理 

 青年局長 

 

0324 高校生にむけた政党別スピーチで１位に！ 
「多文化共生」をテーマに高校生達へ思いを伝えました。 

３月２４日(火)、全国から２００名近い高校生が国会に集まる「全国高校生未来会議２０２６」が開催さ

れ、「多文化共生」をテーマとした政党別スピーチが行われました。浅野議員は「相手がなぜそう考えたの
かを聞くことが大切。国民民主党の『対決より解決』も根底の考えは同じ」と話しました。学生投票の結果、
浅野議員は９政党中１位となりました。 

３月２９日(日)、日頃からお世話になっ
ている桜きらめき会議の皆さまの企画
で、トーク＆交流会のイベントが日立シ
ビックセンターで開催され、多くのご参加
をいただきました。総選挙の振り返り

や、国政での予算審議、中東情勢等に
ついて幅広くお話させていただきました。 

 

（会費 45,000円/年）  

（会費 4,000円/年） 

（会費 2,000円/年）  

 特別党員   

 党員    

 サポーター  

お申込みは浅野事務所までご連絡ください。 

詳細はこちら 

桜きらめき会議主催 
トークイベント開催！ 

子育て、障害福祉に関わる３法案を提出！ 

0329 

0327 

桜きらめき会議のトークイベントにご参加いただいた皆さま 

３月２７日(金)、国民民主党として「特別児童扶養手
当等支給法案」「年少扶養控除復活法案」「18 歳の壁
対策法案」の３法案を国会に提出しました。 
国民民主党子ども子育て若者政策調査会の副会長

の立場からも、引き続き法案成立に向けて全力で取組
んでいきます。 

高校生未来会議に参加の皆さん 

 

障害児福祉に係る所得制限撤廃法案を国会に提出 

◀ 全国高校生未来会議 

の Instagramはこちら 

こどもの養育に係る経済的な負担を軽減するため、全力で取組みます。 

多文化共生についてスピーチ 

 

主な投票順位(得票率) 

 １位 国民民主党 

(浅野さとし、21.1%) 

２位 中道改革連合 

  （小川淳也代表、19.7%） 

３位 自由民主党 

（平沼正二郎議員、15.8%） 
 

4位 チームみらい、 5位 参政党、 

6位 公明党、      6位 社民党、 

8位 日本維新の会、9位 立憲民主党 

 


